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	結（ゆい）・しぶやとは…
	令和８年度 初夏
	通 信
	　渋谷区の「重層的支援体制整備事業※1」にかかわる地域で活動する団体がつながるプラットフォームとして、R5年11月に開設しました。団体同士が交流・連携をすることにより、新たな取り組みや複雑・複合化した課題を抱える地域住民への伴走体制を強化することを目的としています。結・しぶやには、地域福祉コーディネーターとコミュニティマネジャーが常駐し、団体相互の連携や各団体の活動の支援等を行っています。 ※１)子ども・障がい・高齢・生活困窮などの分野別の支援体制では対応しきれない複雑化・複合化した課題に対し分野を横断し一体的となって取り組むための包括的な支援体制を整備する事業です。
	令和5年の開設以来、多くの皆様にご利用いただきありがとうございます。 今年度も、渋谷区で活動する団体同士が手を取り合い、重層的支援体制整備事業のプラットフォーム機能を更に拡げるため、交流会などの企画を計画中です。詳細はnoteなどの公式SNSで発信していきますので是非チェックをお願いします。
	令和8年度＜結・しぶや＞について
	登録情報の変更はお済みですか？
	新年度を迎え、代表者変更や構成員の入れ替わりなど、登録情報に変更がある場合は、変更手続きが必要です。変更項目ごとにお手続き方法が異なりますので、詳しくは＜結・しぶや＞にご連絡をお願いします。
	令和8年3月12日・3月26日 「シブヤロコミュ」進捗報告会を開催しました！！
	令和4年度からスタートしたシブヤロコミュ（渋谷×ローカル×コミュニティ）
	昨年に続き、ロコミュの各プロジェクト（結プロジェクト、ひきこもり支援プロジェクト、出すとクリーンプロジェクト）の進捗状況の報告を行いました。 後半は、地域福祉コーディネータが実際に関わる 8050問題やひきこもりなどの事例を通してワーク を行いました。初参加の方も交え、多様な視点か ら「必要なアプローチや社会資源」について活発 な意見が交わされ、今後の活動に繋がる有意義な 時間となりました。





